
(２)　地域農業の現状と課題

・地区内には認定農業者が少なく、農業者も高齢化が進んでいるため、引き受ける意向のある農地面積よりも、後継者不在の農用地面
積が多く、受け手の確保が必要である。
・地域の活性化を図るため新たな地域ブランド（農作物・加工品）などの開発を進める必要がある。
【地域の基礎的データー】農事組合法人：本渡山口の里（従業員等5人）主な作物：水稲、果樹
本渡山口営農改善組合（構成員等130人）

・地域の内外から農地を利用する担い手を確保し、農地の集積・集約化を進めながら、主要作物として水稲、WCS、さらに水稲裏作（野
菜、麦、大豆等）の取り組みによる複合化を図る。
・地域の女性部を中心に農家が参加して地元で採れた農産物を加工して販売していく取組を進める。
・山口独自のブランドを開発すること等により、高付加価値化による販売促進につなげる。

(３)　地域における農業の将来の在り方（作物の生産や栽培方法については、必須記載事項）

③　畑の面積（果樹、茶等を含む） 0.0ha

④　区域内において、規模縮小などの意向のある農地面積の合計 0.4ha

⑤　区域内において、今後農業を担う者が引き受ける意向のある農地面積の合計 0.4ha

15.8ha

②　田の面積 15.8ha

　（参考）区域内における６５才以上の農業者の農地面積の合計（※年齢は地域の実情を踏まえて記載） 5.4ha

市町村名
（市町村コード）
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地域名
（地域内農業集落名）

本渡山口

(１)　地域計画の区域の状況

地域内の農用地等面積（農業上の利用が行われる農用地等の区域） 15.8ha

①　農業振興地域のうち農用地区域内の農地面積

策定年月日 令和７年　３月３１日

更新年月日
令和　　年　　月　　日

（第　　回）

目標年度 令和１６年度

現状の集積率 51% 将来の目標とする集積率 51%

地 域 計 画

5.4haうち後継者不在の農業者の農地面積の合計

（備考）⑤は、当地区で引き受ける意向のあるすべての農用地面積の合計。

（１）農用地の効率的かつ総合的な利用に関する方針

１　地域における農業の将来の在り方

（３）農用地の集団化（集約化）に関する目標

担い手が利用する農地面積は8.0hａ（令和6年度時点）
後継者不在の農用地を担い手に集約化することで、担い手が利用する農地面積増加を進める（令和7年度から）

２　農業の将来の在り方に向けた農用地の効率的かつ総合的な利用に関する目標

営農組合を中心に地域の担い手となる新たな雇用を図っていく。また、地域の内外から農地を利用する者を確保し、担い手となる新規
就農者等の育成に対し、集落全体で支援体制を構築することで営農の定着を促進する。

（２）担い手（効率的かつ安定的な経営を営む者）に対する農用地の集積に関する目標



☑ ☑

（２）農地中間管理機構の活用方法

農地中間管理機構を活用しながら、担い手となる中心経営体等への農地集積を進める。

（３）基盤整備事業への取組

ほ場整備を実施済だが、再度基盤整備を検討する。

（４）多様な経営体の確保・育成の取組

農業参入を希望する個人や法人については、農業委員会、農業協同組合、土地改良区及び天草市担い手育成支援協議会等と連携して、
地区内外からの多様な経営体を地区へ呼び込み、地域全体で栽培技術や生産活動など、新たな担い手の育成を行う。

（１）農用地の集積、集団化の取組

①鳥獣被害防止
対策

⑥燃料・資源作
物等

必要に応じてJA等のサービス事業体（農作業受託組合）へ委託する事で、遊休農地の発生防止を図る。

以下任意記載事項（地域の実情に応じて、必要な事項を選択し、取組内容を記載してください。）

３　農業者及び区域内の関係者が２の目標を達成するためとるべき必要な措置（必須項目）

（５）農業協同組合等の農業支援サービス事業者等への農作業委託の取組

本渡山口営農改善組合が話合いの場の中心となり新たな担い手への農地の集積・集約化を進める。

⑤果樹等

①地域による鳥獣被害防止対策については、侵入防止柵や捕獲用罠の設置の推奨を行うとともに、放置果樹等への注意喚起を行いながら、防止
対策と捕獲対策の両面から被害防止に努める。
③共同機械の利用促進、作業の共同化、受委託等の推進により生産コストの削減を図り、品質、収量の安定した生産を目指す。

【選択した上記の取組内容】

②有機・減農
薬・減肥料

⑦保全・管理等

③スマート農業

⑧農業用施設

④輸出

⑨その他



経営作目等 経営面積 作業受託面積 経営作目等 経営面積 作業受託面積
目標地図
上の表示

備考

認農 山下　伸幸 ソルガム・イタリアンライグラス 45,208㎡ ソルガム・イタリアンライグラス 45,208㎡ 1

集営組織 農事組合法人　本渡山口の里 主食用水稲 6,798㎡ 主食用水稲 6,798㎡ 2

利用者 園田　康弘 主食用水稲・ＷＣＳ用稲 38,094㎡ 主食用水稲・ＷＣＳ用稲 38,094㎡ 3

認農 淀川　洋一 主食用水稲・ＷＣＳ用稲・飼料用穀類（えん麦）・イタリアンライグラス 15,370㎡ 主食用水稲・ＷＣＳ用稲・飼料用穀類（えん麦）・イタリアンライグラス 15,370㎡ 4

認農 前田　竜一 ミレット・イタリアンライグラス 11,061㎡ ミレット・イタリアンライグラス 11,061㎡ 5

利用者 野角　義夫 主食用水稲・ＷＣＳ用稲 8,578㎡ 主食用水稲・ＷＣＳ用稲 8,578㎡ 6

利用者 谷端　日出登 主食用水稲 1,640㎡ 主食用水稲 1,640㎡ 7

利用者 芹田　満 主食用水稲 4,532㎡ 主食用水稲 4,532㎡ 8

利用者 平田　由成 主食用水稲 2,051㎡ 主食用水稲 2,051㎡ 9

利用者 松下　研二 自己保全管理 628㎡ 自己保全管理 628㎡ 10

利用者 葉山　實 主食用水稲 1,735㎡ 主食用水稲 1,735㎡ 11

利用者 岡田　隆則 主食用水稲 1,243㎡ 主食用水稲 1,243㎡ 12

認農 株式会社　アグリ・アーツ 自己保全管理 1,572㎡ 自己保全管理 1,572㎡ 13

利用者 吉永　三代子 その他野菜 980㎡ その他野菜 980㎡ 14

利用者 吉永　武年 主食用水稲 1,045㎡ 主食用水稲 1,045㎡ 15

利用者 吉永　亘 その他野菜・イタリアンライグラス 2,119㎡ その他野菜・イタリアンライグラス 2,119㎡ 16

利用者 久保　俊治 主食用水稲 1,462㎡ 主食用水稲 1,462㎡ 17

利用者 久保田　正清 主食用水稲 1,351㎡ 主食用水稲 1,351㎡ 18

利用者 宮崎　誠市 主食用水稲 1,674㎡ 主食用水稲 1,674㎡ 19

利用者 橋本　雄二 主食用水稲 1,304㎡ 主食用水稲 1,304㎡ 20

利用者 山下　健一 主食用水稲 1,374㎡ 主食用水稲 1,374㎡ 21

利用者 山下　光造 自己保全管理 387㎡ 自己保全管理 387㎡ 22

利用者 小川　良子 自己保全管理 317㎡ 自己保全管理 317㎡ 23

利用者 松下　利子 主食用水稲 2,272㎡ 主食用水稲 2,272㎡ 24

利用者 早川　和宏 その他野菜 1,270㎡ その他野菜 1,270㎡ 25

利用者 谷端　武 自己保全管理 570㎡ 自己保全管理 570㎡ 26

利用者 槌本　楓 主食用水稲 949㎡ 主食用水稲 949㎡ 27

利用者 鶴田　正徳 主食用水稲 725㎡ 主食用水稲 725㎡ 28

利用者 武田　春美 主食用水稲 1,816㎡ 主食用水稲 1,816㎡ 29

利用者 武田　與一 自己保全管理 282㎡ 自己保全管理 282㎡ 30

計 16ｈａ ｈａ 16ｈａ ｈａ

番号

1

2

（　　％）

６　目標地図（別添のとおり）

７　基盤法第22条の３（地域計画に係る提案の特例）を活用する場合には、以下を記載して下さい。

農用地所有者等数（人） うち計画同意者数（人・％）

事業体名 作業内容 対象品目

４　地域内の農業を担う者一覧（目標地図に位置付ける者）

属性 農業者

現状
１０年後

（目標年度：令和１６年度）

５　農業支援サービス事業者一覧（任意記載事項）



本渡山口地区現況地図



本渡山口地区目標地図


